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2007年４月１日（毎月1回1日発行） 第451号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事28名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年２月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

26,013世帯 
1,155,477,000円 

44,419円 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　木 村  朝次郎　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

　
「
一
弁
の
は
ら
り
と

解
け
し
辛
夷
か
な
」
富

安
風
生
。
健
康
長
寿
は

万
人
の
願
い
で
す
が
、

全
国
死
因
統
計
に
よ
る
と
癌
が
働

き
盛
り
の
40
代
か
ら
ト
ッ
プ
で
、

50
・
60
代
は
２
人
に
１
人
が
そ

の
犠
牲
者
で
す
。
そ
の
要
因
は
遺

伝
性
な
ど
の
ほ
か
、
環
境
や
タ
バ

コ
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
る
こ
と

が
問
題
で
す
▼
北
米
へ
の
移
民
者

の
例
で
み
る
と
、
現
地
人
と
比
べ

て
胃
癌
が
一
世
は
４
倍
も
多
く
、

二
世
は
３
倍
と
漸
減
。
大
腸
癌
は

食
習
慣
の
変
化
で
逆
に
増
加
傾
向

に
。
菜
食
中
心
で
酒
や
喫
煙
、
コ

ー
ヒ
ー
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
モ
ル

モ
ン
教
徒
は
、
同
地
域
の
他
住
民

と
比
べ
て
咽
喉
や
肺
・
食
道
も

胃
・
大
腸
癌
も
半
分
と
い
う
こ
と

で
す
▼
私
た
ち
成
人
の
細
胞
数
は

約
60
兆
個
あ
り
、
普
通
は
細
胞

分
裂
し
て
も
正
常
に
保
た
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
癌
細
胞
は
全
く
無

秩
序
で
無
制
限
に
分
裂
す
る
た

め
、
手
遅
れ
に
な
る
と
命
取
り
に

な
り
ま
す
▼
私
た
ち
が
毎
日
口
に

す
る
多
彩
な
加
工
食
品
に
ふ
く
ま

れ
る
添
加
物
や
塩
分
な
ど
が
、
胃

癌
や
高
血
圧
な
ど
に
つ
な
が
る
こ

と
が
問
題
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
昨

年
末
か
ら
先
月
ま
で
約
５
百
人
実

施
し
た
「
24
時
間
蓄
尿
塩
分
」

チ
エ
ッ
ク
結
果
で
は
、
生
活
習
慣

の
さ
ら
な
る
改
善
を
痛
感
し
ま
す

▼
昨
年
来
の
「
医
療
改
革
法
」
決

定
で
、
国
の
医
療
費
が
大
削
減
さ

れ
、
高
齢
弱
者
な
ど
国
民
負
担
が

急
増
さ
れ
ま
す
。
来
年
度
か
ら
従

来
型
の
住
民
健
診
が
「
生
活
習
慣

病
」
対
策
指
導
に
重
点
が
変
わ
る

予
定
。
今
後
と
も
住
民
側
か
ら
積

極
的
な
医
療
と
健
康
を
守
る
改
善

運
動
を
広
げ
る
こ
と
が
、
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
（木
） 

あぜ道 あぜ道 

いま「内臓脂肪型の肥満」がふえています。これが糖尿病、高血圧、高脂血症などの大きな原因になっています。 

　
第
３０
回
保
健
組
織
活
動
交
流
集
会
が
、
3
月
4
日
（日
）、
み
な
か
み
町
月
夜

野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
2
0
3
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
健
康
づ
く
り
の
記
念
講
演
は
、
中
島
弘
樹
先
生
（利
根
中
央
病
院
外
科
医
師
）

の
「
乳
が
ん
の
最
新
情
報
」
を
メ
イ
ン
に
、「
転
倒
予
防
体
操
」
と
歯
周
病
の
唾
液

チ
ェ
ッ
ク
。
「
新
病
院
建
設
」
の
進
捗
状
況
な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員

の
活
動
で
は
増
資
活
動
や
記
憶
力
増
進
班
会
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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第30回保健組織活動交流集会 
　
地
元
月
夜
野
東
・
西
支
部
の
山

田
忠
夫
、
林
郁
次
両
理
事
の
司
会

で
、
金
井
和
夫
理
事
長
、
来
賓
の

大
川
浩
一
み
な
か
み
町
収
入
役
の

挨
拶
の
後
、
早
速
中
島
先
生
の
記

念
講
演
（講
演
参
照
）が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。 

　
中
央
保
健
連
絡
会
有
志
と
原
澤

裕
組
織
課
職
員
の
「
３
６
５
歩
の

マ
ー
チ
」
の
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
た

「
転
倒
予
防
体
操
」は
、両
足
の
屈

伸
、腰
を
ひ
ね
る
、腕
を
ふ
っ
て
足
踏

み
を
す
る
な
ど
を
全
員
が
立
ち
上

が
っ
て
行
い
、「
簡
単
で
覚
え
や

す
い
」
「早
速
班
会
で
や
っ
て
み

た
い
」
と
好
評
で
し
た
。 

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
歯
科
診

療
所
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
唾
液
で
歯
周
病
の
程
度
を
調

べ
る
「
サ
リ
バ
ス
タ
ー
」
を
参
加

者
全
員
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。
試

験
紙
の
色
が
変
化
し
出
血
を
示
す

結
果
の
人
も
多
く
、
「落
と
し
き

る
歯
磨
き
を
き
ち
ん
と
し
な
く
て

は
」「
早
速
受
診
し
て
み
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
活
動
報
告
で
は
、
月
夜
野
東
支

部
長
の
小
林
一
義
さ
ん
が
、
組
合

員
が
１
４
５
８
世
帯
と
比
較
的
大

き
な
支
部
だ
が
、
職
員
と
共
同
し

た
訪
問
活
動
で
出
資
世
帯
割
合
が

42
・
８
％
と
、
こ
れ
ま
で
最
高
の

出
資
世
帯
と
な
っ
た
活
動
の
取
り

組
み
。
新
治
支
部
須
川
十
二
河
原

班
長
の
田
村
照
代
さ
ん
は
、「
記

憶
力
増
進
」
班
会
で
「
音
読
を
中

心
に
心
身
を
積
極
的
に
働
か
せ
る

こ
と
が
ボ
ケ
予
防
に
役
立
つ
」
と

報
告
し
、
さ
っ
そ
く
２
分
間
「
か

な
拾
い
ゲ
ー
ム
」
を
全
員
で
試
行

し
ま
し
た
。 

　
中
央
保
健
連
絡
会
の
役
員
さ
ん

が
「
カ
ム
カ
ム
健
康
法
」
と
し
て

「
噛
む
こ
と
」
の
重
要
性
を
わ
か

り
や
す
く
訴
え
ま
し
た
。 

　
利
根
中
央
病
院
の
人
工
透
析
患

者
の
腎
友
会
な
ど
が
提
出
し
た

「
利
根
中
央
病
院
透
析
室
に
引
き

続
い
て
医
師
の
派
遣
を
お
願
い
す

る
請
願
書
」
は
、
県
議
会
の
最
終

日
の
３
月
９
日
の
本
会
議
で
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
れ
に
先
立
つ
３
月
５
日
の
県

議
会
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
で
審

議
さ
れ
、
地
元
の
星
野
寛
県
議
が

請
願
書
に
つ
い
て
質
問
し
、
保
健

福
祉
課
長
は
「
利
根
中
央
病
院
で

は
、
合
併
症
に
よ
る
入
院
と
な
る

と
利
根
沼
田
地
区
の
透
析
患
者
の

90
％
以
上
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

利
根
沼
田
地
区
の
基
幹
病
院
で
あ

り
透
析
医
の
確
保
は
必
要
で
あ

り
、
確
保
し
ま
す
」
と
回
答
。
委

員
会
採
択
と
な
り
、
本
会
議
で
も

採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
腎
友
会
で
は
「
こ
の
採
択
が
効

果
的
に
働
い
て
、
い
い
方
向
に
動

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
に
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。 

　
乳
が
ん
は
女
性
で
は
も
っ
と

も
多
く
年
間
４
万
人
に
発
生
し

て
お
り
、
30
人
に
一
人
は
乳

が
ん
に
な
る
と
の
統

計
も
あ
り
ま
す
。
し

か
も
発
症
の
ピ
ー
ク

が
30
歳
後
半
か
ら

40
歳
代
で
、
社
会

的
に
も
家
庭
の
中
で

も
重
要
な
時
期
に
重

な
り
ま
す
。 

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
に

強
く
関
係
し
て
、
乳

が
ん
な
り
や
す
い
タ

イ
プ
は
、
①
初
潮
が

早
い
（
10
歳
以
下
）

②
閉
経
が
遅
い
（55

歳
以
上
）
③
出
産
経
験
が
な
い

④
高
齢
出
産
⑤
女
性
ホ
ル
モ
ン

を
使
っ
た
治
療
を
し
て
い
る
⑥

家
族
に
乳
が
ん
、
卵
巣
が
ん
の

人
が
い
る
⑦
肥
満
の
人
な
ど
で

す
。 

　
ど
の
が
ん
も
そ
う
で
す
が
、

乳
が
ん
も
早
期
に
治
療
を
始
め

れ
ば
完
全
な
治
癒
が
出
来
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
早
期
に
発

見
す
る
事
が
一
番
で
す
。
自
己

検
診
も
大
切
で
す

が
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
（
乳
房
Ｘ
線
写

真
）
を
活
用
し
た
乳

が
ん
検
診
を
定
期
的

に
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。 

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
の
検
診
率
が
欧
米

で
は
70
％
に
な
り

成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
が
、
日
本
で
は
ま

だ
20
％
以
下
で
す
。

ぜ
ひ
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
や
エ
コ
ー
（
超
音
波
検

査
）
を
使
っ
た
乳
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 
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転
倒
予
防
体
操
、歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク 

「
早
速
や
っ
て
み
た
い
」 

増
資
、記
憶
力
増
進
班
会
、 

「
噛
む
こ
と
」、 

　
　
　
３
つ
の
報
告 

乳がんになりやすい人 
中島先生の講演から 

透
析
医
の
「存
続
」へ 

　    

　
県
議
会
で
採
択 

203人参加 

こ
ぶ
し 

乳がん予防の講演に耳を傾ける参加者たち 

小林一義さん 

中島弘樹先生 

田村照代さん 

原澤裕職員の指導で皆で元気よく原澤裕職員の指導で皆で元気よく 原澤裕職員の指導で皆で元気よく 



 

肥満予防の対策第一歩は、自分が「内臓脂肪型の肥満」かを受診してたしかめて、生活習慣を改善することです。 

2007年４月１日（毎月1回1日発行） 第451号　（２） 利 根 の 保 健  
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〈
沼
田
東
支
部
〉 

星
野
　
好
江 

〈
薄
根
支
部
〉 

佐
藤
　
八
郎 

〈
白
沢
支
部
〉 

阿
部
　
博
喜 

〈
新
治
支
部
〉 

本
多
　
康
弘 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　（
1600
口
以
上
） 

井
上
　
照
子 

　（
1140
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　（
940
口
以
上
） 

入
沢
　
又
一 

　（
300
口
以
上
） 

大
竹
　
　
宏 

　（
110
口
以
上
） 

小
野
塚
泰
明 

　（
100
口
以
上
） 

入
澤
　
恒
子 

　（
40
口
以
上
） 

松
崎
　
俊
一 

　（
20
口
以
上
） 

戸
丸
　
　
昭 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　（
4600
口
以
上
） 

綿
貫
　
藤
江 

　（
110
口
以
上
） 

中
島
　
真
一 

　（
60
口
以
上
） 

宇
敷
　
　
久 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　（
10
口
以
上
） 

白
石
　
藤
雄 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　（
150
口
以
上
） 

永
井
　
喜
壱 

　（
10
口
以
上
） 

長
谷
川
政
男 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　（
860
口
以
上
） 

中
村
　
唯
雄 

　（
740
口
以
上
） 

生
方
　
行
子 

　（
220
口
以
上
） 

杉
野
　
甚
太 

　（
130
口
以
上
） 

阿
部
　
島
根 

　（
30
口
以
上
） 

小
林
　
常
治 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
5500
口
以
上
） 

石
倉
　
国
夫 

　（
100
口
以
上
） 

諸
田
　
祐
二 

　（
80
口
以
上
） 

星
野
　
　
巌 

　（
70
口
以
上
） 

宇
敷
　
淳
一 

星
野
　
寅
雄 

宇
敷
　
輝
男 

　（
50
口
以
上
） 

金
子
　
し
ん 

池
田
美
津
雄 

中
村
　
増
男 

吉
野
　
健
一 

金
子
増
太
郎 

　（
40
口
以
上
） 

金
井
　
菊
美 

林
　
　
東
一 

星
野
　
貞
男 

青
池
　
敏
治 

　（
20
口
以
上
） 

小
出
八
重
子 

伊
与
久
岩
雄 

津
久
井
幸
吉 

　（
10
口
以
上
） 

宇
敷
　
征
洋 

戸
澤
　
辰
也 

〈
池
田
支
部
〉 

　（
20
口
以
上
） 

白
岩
　
次
夫 

〈
薄
根
支
部
〉 

　（
70
口
以
上
） 

須
田
　
佳
年 

　（
50
口
以
上
） 

坂
西
伊
知
夫 

　（
20
口
以
上
） 

阿
部
　
順
一 

〈
川
田
支
部
〉 

　（
30
口
以
上
） 

根
岸
良
太
郎 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
540
口
以
上
） 

金
子
喜
一
郎 

　（
270
口
以
上
） 

星
野
　
節
子 

　（
40
口
以
上
） 

井
上
　
治
雄 

　（
30
口
以
上
） 

金
子
　
好
男 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
1720
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　（
230
口
以
上
） 

星
野
　
鉄
雄 

　（
200
口
以
上
） 

藤
城
　
喜
義 

　（
40
口
以
上
） 

平
野
　
紀
子 

　（
30
口
以
上
） 

萩
原
　
　
始 

　（
20
口
以
上
） 

星
野
　
　
博 

　（
10
口
以
上
） 

萩
原
と
も
子 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
70
口
以
上
） 

春
原
　
英
昭 

　（
50
口
以
上
） 

小
林
　
哲
夫 

　（
30
口
以
上
） 

林
　
　
守
男 

　（
20
口
以
上
） 

小
林
　
和
枝 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
320
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

　（
40
口
以
上
） 

村
上
　
紀
一 

　（
30
口
以
上
） 

増
田
　
　
潔 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
1460
口
以
上
） 

丸
山
　
　
功 

　（
570
口
以
上
） 

高
橋
光
三
郎 

　（
100
口
以
上
） 

丸
山
　
　
正 

　（
50
口
以
上
） 

久
野
　
幸
雄 

　（
40
口
以
上
） 

青
木
　
睦
佳 

　（
30
口
以
上
） 

笛
木
　
米
吉 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
180
口
以
上
） 

武
田
　
芳
治 

　（
70
口
以
上
） 

宇
津
木
彦
久 

　（
60
口
以
上
） 

阿
部
　
弐
夫 

　（
30
口
以
上
） 

市
川
　
正
史 

　（
20
口
以
上
） 

阿
部
　
忠
久 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
1950
口
以
上
） 

田
村
　
久
雄 

　（
110
口
以
上
） 

塩
原
　
か
ね 

　（
100
口
以
上
） 

林
　
仙
太
郎 

　（
50
口
以
上
） 

高
橋
　
一
夫 

　（
40
口
以
上
） 

細
矢
　
昌
子 

土
田
鹿
太
郎 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　（
2320
口
以
上
） 

堤
　
　
み
ゑ 

〈
高
山
支
部
〉 

　（
80
口
以
上
） 

佐
藤
　
晴
夫 

　（
60
口
以
上
） 

牛
木
カ
ヅ
子  

よ
う 

 

こ
そ 

2
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
2
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
十
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

2
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
2
月
の
増
資
は
六
八
一
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
八
七
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 

���
���
���
���
���
���
���
���
���

yyy
yyy
yyy
yyy
yyy
yyy
yyy
yyy
yyy

利
根
沼
田
の
が
ん
医
療 

―
い
ま
と
こ
れ
か
ら
― 

毎
月
、保
険
証
の
ご
提
示
を 

　
病
院
・
診
療
所
の
窓
口
で
は
、健
康

保
険
証
は
、毎
月
確
認
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。 

　
生
協
の
組
合
員
証
は
、初
診
時
に

必
ず
お
見
せ
下
さ
い
。保
管
は
保
険

証
と
一
緒
に
、転
居
、退
職
な
ど
変
更

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、生
協
本
部
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

　
日
本
生
協
連
医
療
部
会
主
催
の

北
欧
歯
科
事
情
視
察
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。 

　
訪
問
地
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

イ
エ
テ
ボ
リ
で
し
た
。
北
欧
の
歯

科
事
情
に
つ
い
て
紹
介
を
し
て
行

き
ま
す
。 

　
子
ど
も
の
歯
の
予
防
や
矯
正
を

含
む
治
療
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
は

18
歳
ま
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
19
歳
ま
で
無
料
で
す
。
成
人

も
６
〜
７
割
の
方
は
年
に
一
度
の

定
期
受
診
、
高
額
な
入
れ
歯
や
冠

の
治
療
、
個
室
の
診
察
室
、
お
会

い
し
た
歯
科
医
師
の
多
く
は
女
性

で
し
た
。 

　
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
１
９
６
０
年

代
子
供
の
虫
歯
が
深
刻
で
し
た
。

１
９
７
２
年
国
の
法
律
で
子
ど
も

の
歯
科
対
策
を
各
自
治
体
の
義
務

と
し
た
の
で
す
。
障
害
を
も
つ
子

ど
も
も
含
め
て
す
べ
て
の
子
ど
も

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
予
防
指
導
や

治
療
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
12
歳
児
で
虫
歯
の
無
い
子

が
76
％
で
す
。（
日
本
で
は
虫
歯

の
無
い
子
は
３
割
も
い
ま
せ
ん
） 

　
矯
正
治
療
も
公
務
員
の
矯
正
専

門
医
が
診
断
や
治
療
に
あ
た
り
、

10
〜
12
歳
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、

25
％
の
子
ど
も
が
矯
正
治
療
を

受
け
て
い
ま
す
。 

　
日
本
で
も
保
育
園
や
学
校
で
の

検
診
時
指
導
な
ど
の
充
実
や
治
療

費
無
料
化
年
齢
の
拡
大
、
矯
正
治

療
費
対
応
な
ど
子
ど
も
の
歯
科
保

健
対
策
を
改
善
し
た
い
も
の
で

す
。 

　
第
22
回
囲
碁
大
会
に
過
去
最

高
の
76
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
染
谷
威
実
行
委
員
長
は
「
人
間

の
脳
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
鍛
え

ら
れ
る
そ
う
だ
、
囲
碁
で
脳
を
活

性
化
さ
せ
よ
う
」
と
開
会
挨
拶
で

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
最
高
齢
者
は
91
歳
で
80
歳
以

上
の
方
は
14
人
、
昨
年
に
引
き

続
き
二
人
の
小
学
生
が
参
加
、
内

一
人
の
小
学
校
五
年
生
は
Ｃ
ク
ラ

ス
で
準
優
勝
。
ま
た
、
生
方
さ
ん

宅
で
は
三
代
で
の
参
加
、
年
齢
差

が
70
歳
以
上
も
あ
る
対
戦
も
あ

り
、
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。 

　
各
ク
ラ
ス
別
の
成
績
　
　    

Ａ
ク
ラ
ス
（
参
加
者
27
人
） 

優
　
勝
　
宮
沢
　
等
（
沼
田
北
）

準
優
勝
　
原
澤
良
男
（
利
　
南
） 

三
　
位
　
萩
原
四
良
（
利
根
北
） 

Ｂ
ク
ラ
ス
（
22
人
） 

優
　
勝
　
染
谷
　
威
（
利
　
南
） 

準
優
勝
　
梅
沢
銀
一
（
片
　
品
） 

三
　
位
　
諸
田
　
実
（
月
夜
野
東
） 

Ｃ
ク
ラ
ス
（
27
人
） 

優
　
勝
　
阿
部
圭
助
（
水
　
上
） 

準
優
勝
　
北
爪
裕
幸
（
沼
田
中
） 

三
　
位
　
宮
内
　
清
（
池
　
田
） 

　
い
ま
ま
で
沼
田
市
で
は
「
あ
お

ば
の
健
診
」、他
の
町
村
で
も
、住

民
健
診
あ
る
い
は
総
合
健
診
と
し

て
受
け
ら
れ
て
い
た
健
診
が
大
き

く
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
来
年
か
ら
今
ま
で
の
よ
う
な
健

診
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。 

　
い
ま
、
来
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
の
新
た
な
制
度
を
細
か
い

点
で
調
整
中
と
い
い
ま
す
。
今
秋

す
べ
て
確
定
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
着
々
と
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
小
泉
内
閣
の
中
で
「構

造
改
革
」
や
「
規
制
緩
和
」
が
さ

れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
こ
の
医
療
に
お
け
る
「
構
造

改
革
」
で
は
２
０
２
５
年
ま
で
に

８
兆
円
の
医
療
費
削
減
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
「
健
診
」
は
様
々
な

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
と

い
う
視
点
で
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
医
療
制
度
の
「
構
造
改

革
」
で
は
「
生
活
習
慣
病
」
の
予

防
を
柱
に
し
て
、
政
府
が
目
を
つ

け
た
の
が
「
糖
尿
病
」
で
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防

の
保
健
指
導
を
す
る
た
め
の
ラ
ン

ク
分
け
の
手
段
と
し
て
糖
尿
病
を

予
防
し
て
医
療
費
を
抑
制
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
保
健
指
導
に
よ
る
発
症
予
防
は

歓
迎
で
き
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
健
診
・
保
健
指
導
の
実
施
責

任
を
保
険
者
（
健
康
保
険
組
合
。

自
治
体
）
な
ど
に
委
任
す
る
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
予
想
さ

れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
無
料
、
一
部
定
額
で

実
施
し
て
き
た
健
診
に
応
分
の
受

診
者
負
担
が
新
た
に
導
入
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。 

　
健
診
項
目
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
腹
囲
に
的
を
絞

り
、
そ
の
他
の
病
気
を
発
見
す
る

検
査
の
必
要
性
に
厳
し
い
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
な
ど
で
す
。 

　
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
や

自
治
体
な
ど
の
対
応
に
注
目
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
３
月
13
日
、
第
６
回
新
病
院

建
設
委
員
会
で
設
計
事
務
所
選
定

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

　
会
議
で
は
一
週
間
後
に
控
え
た

「
設
計
事
務
所
説
明
会
」
で
依
頼

し
た
、
①
設
計
に
当
た
っ
て
の
推

進
体
制
や
工
事
監
理
体
制
に
つ
い

て
②
当
院
を
担
当
す
る
設
計
者
が

受
け
持
っ
た
病
院
の
紹
介
③
利
根

沼
田
の
中
核
病
院
と
し
て
の
病
院

づ
く
り
へ
の
考
え
方
④
療
養
環
境

の
整
備
と
予
想
さ
れ
る
建
設
費
用

に
つ
い
て
⑤
現
在
の
建
物
と
を
ど

う
つ
な
ぐ
か
。
行
政
と
の
対
応
と

そ
の
実
績
な
ど
、
14
項
目
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
設
計
事
務
所

を
迎
え
て
の
説
明
会
の
進
め
方
と

意
思
統
一
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
翌
週
、
建
設
委
員
20
人

が
参
加
し
て
各
設
計
事
務
所
か
ら

の
設
計
計
画
案
の
説
明
会
を
開

会
。
そ
の
内
容
を
総
合
的
に
実
績

を
ふ
く
め
て
審
査
し
、
早
急
に
設

計
事
務
所
を
決
定
し
て
い
く
予
定

で
す
。 

��������������������������

大
き
く 

　 

変
わ
る 

「
健
診
」 

利
根
歯
科
診
療
所
長  

原
田
　
富
夫 

76
人
で
熱
戦 

生
方
作
造
さ
ん
三
代
で
参
加 

第２２回 
囲碁大会 

新病院建設委員会報告 
設計事務所選定説明会開く 

北
欧
歯
科
事
情 

① 

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
２１ 
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
7
階
満
員 

主
催
　
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院 

利
根
中
央
病
院 

　3月２１日、がんの予防と医療の充実により、安心して暮らしてい

くための「公開講演会」に200人が参加しました。 

　特別講演には元ＮＨＫアナウンサー松田輝雄さん（円内）の笑いを

交えながら「がんに負けないで前向きに生きよう。今の自分を大切

にしよう」と話されました。（主催者あいさつに立つ都築病院長） 



2007年４月１日（毎月1回1日発行） 第451号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

材木町１ 
材木町２ 
材木町11 
東原新町13 
西原新町３ 
西原新町11 
上原町9-1 
上原町9-2 
上原町6-1 
西倉内町８ 
榛名町1-2 
榛名町３ 
榛名町8-4 
榛名町8-2 
鍛冶町10 
鍛冶町５ 
鍛冶町６ 
鍛冶町９ 
坊新田町１ 
高橋場町原田明神 
上久屋町馬場 
下久屋町原5-1 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
上発知町中部坂上 
上発知町中部坂下 
上発知町中部番場 
東町田 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
下川田町入沢 
下川田町梅木 
下川田町笠 
尾合上 
大原下宿１ 
小松 
菅沼１ 
菅沼２ 
中野 
上河原東 
上河原上 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
下牧原の中 
月夜野橋下洞上１ 
月夜野橋下洞上２ 
月夜野橋下原 
月夜野橋下都 
月夜野町組１ 
月夜野町組2-2 
月夜野町組6-1 
須川十二河原 
須川坂下 
須川上１ 
須川上２ 
須川下 
貝野瀬田中 
貝野瀬根岸 
貝野瀬大堀１ 
貝野瀬大堀２ 
貝野瀬大堀３ 
判形前原 
いこいの家 
１階北 
どんぐり保育園 

減量成功の秘訣は急激にするのではなく、まず夕食の飲食を控えめにし、３ヶ月で現在の体重の５～１０％を目標に徐々に減らすことが大切です。 

「水に苦労した 
　　　  艦上勤務」 

昭和村糸井　 

 木 暮 清 二 （88歳） 

戦争体験記 

　
昭
和
14
年
に
徴
兵
検
査
に
合

格
し
、
私
は
翌
年
１
月
に
横
須
賀

海
兵
団
に
入
団
し
て
「
主
計
」
に

配
属
さ
れ
た
。
主
計
の
仕
事
は
兵

士
た
ち
の
給
料
勘
定
を
は
じ
め
制

服
・
衣
類
の
支
給
、
食
料
品
の
調

達
・
調
理
な
ど
。
従
っ
て
そ
の
教

育
は
、
読
み
書
き
ソ
ロ
バ
ン
に
は

じ
ま
り
給
与
計
算
、
包
丁
の
使
い

方
や
野
菜
の
切
り
方
な
ど
細
々
と

し
た
調
理
実
習
ば
か
り
で
、
一
般

の
水
兵
教
育
の
よ
う
な
カ
ッ
タ

ー
・
手
旗
信
号
・
銃
剣
術
・
水
泳

な
ど
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。 

　
驚
い
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍

を
手
本
に
し
た
と
の
こ
と
で
、
船

各
部
の
名
称
や
部
品
、
用
具
な
ど

全
て
が
英
語
だ
っ
た
こ
と
だ
。
学

校
で
は
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
さ
え
教
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
英
語
名
を

覚
え
る
の
は
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。 

　
こ
う
し
た
教
育
を
終
え
る
と
巡

洋
艦
「
麻
耶
」
に
６
ヶ
月
間
乗
艦

し
た
。
こ
こ
で
一
番
困
っ
た
の

は
、
飲
料
水
な
ど
水
の
確
保
で
、

水
の
上
に
い
て
こ
れ
ほ
ど
水
に
困

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
軍
艦
で

使
う
水
は
「
水
船
」
と
呼
ば
れ
る

タ
ン
カ
ー
が
各
船
に
配
給
に
巡
っ

て
き
た
。
配
給
量
も
各
船
の
積
水

量
も
限
度
が
あ
る
う
え
、
次
は
い

つ
来
る
か
わ
か
ら
ず
、
顔
を
洗
っ

た
洗
面
器
の
水
も
捨
て
ず
に
残
し

て
お
い
て
自
分
の
日
用
品
な
ど
を

洗
っ
た
。
ま
た
服
な
ど
の
洗
濯
は

乗
組
員
全
員
の
も
の
を
ま
と
め
て

み
ん
な
で
一
緒
に
洗
っ
た
り
と
節

水
・
節
水
の
日
々
だ
っ
た
。
風
呂

に
入
れ
な
い
の
も
辛
く
、
船
内
で

入
っ
た
の
は
極
ま
れ
で
、
あ
と
は

「
入
湯
上
陸
」
と
言
っ
て
、
港
に

停
泊
時
に
一
般
の
銭
湯
に
入
っ
て

生
気
を
と
り
戻
す
の
で
あ
っ
た
。 

　
昭
和
16
年
９
月
、「
南
方
に
行

く
」
と
だ
け
告
げ
ら
れ
て
「
第
４

号
掃
海
艇
」で
内
地
を
出
港
し
た
。

掃
海
と
は
、
航
路
の
水
面
下
に
敷

設
し
て
あ
る
機
雷
を
引
き
上
げ
な

が
ら
、
船
団
の
航
路
や
港
内
の
安

全
を
確
保
す
る
危
険
な
任
務
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
南
方
の
島
々
を
巡

る
合
い
間
に
、
ボ
ー
ト
漕
ぎ
や
水

泳
な
ど
の
特
訓
を
随
分
受
け
た
。 

　
南
方
で
は
時
々
激
し
い
ス
コ
ー

ル
が
あ
り
、
そ
の
雨
水
は
溜
め
て

お
い
て
、
洗
濯
や
風
呂
な
ど
に
利

用
で
き
た
の
で
重
宝
し
た
。 

　
同
年
12
月
初
旬
、
仏
印
の
カ

ム
ラ
湾
を
出
航
す
る
と
間
も
な
く

総
員
集
合
が
あ
っ
て
、
艦
長
か
ら

「
今
月
８
日
を
期
し
て
戦
争
を
開

始
す
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
「
い
よ
い

よ
開
戦
か
」
と
覚
悟
し
た
。 

　
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
す

ぐ
、
英
海
軍
基
地
が
あ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
攻
略
す
る
日
本
軍
援
護

の
た
め
、
日
本
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
き
た
漁
船
に
日
本
兵
や
武
器

弾
薬
な
ど
を
積
み
船
団
を
組
ん
で

輸
送
し
た
。 

　
そ
の
後
何
度
も
船
団
を
護
衛
し

た
が
、
米
軍
に
制
海
・
制
空
権
を

握
ら
れ
た
厳
し
い
状
況
下
で
、
仲

間
の
艦
が
敵
艦
・
敵
機
の
攻
撃
を

受
け
て
、
目
の
前
で
海
に
沈
ん
で

い
っ
た
。
あ
の
時
は
恐
怖
と
悔
し

さ
と
で
全
身
が
震
え
た
が
、
幸
い

私
た
ち
の
艦
は
無
事
で
す
ん
だ
。 

　
昭
和
20
年
８
月
の
終
戦
後
、

私
た
ち
は
南
方
の
島
々
か
ら
陸
海

軍
兵
士
を
集
め
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

へ
輸
送
す
る
任
務
や
、
雑
多
な
残

務
整
理
に
当
た
ら
さ
れ
た
。 

　
21
年
８
月
７
日
、
よ
う
や
く

広
島
の
宇
品
港
に
復
員
し
た
。
懐

か
し
い
本
土
の
土
を
踏
ん
だ
と
き

は
嬉
し
さ
で
言
葉
も
出
な
か
っ
た

が
、
広
島
の
街
を
見
た
時
、
見
渡

す
限
り
焼
野
原
に
な
っ
て
い
る
被

害
の
ひ
ど
さ
に
驚
い
た
。 

　
そ
こ
か
ら
高
崎
を
通
っ
て
８
月

10
日
の
明
け
方
、
待
ち
に
待
っ

た
昭
和
村
上
糸
井
の
実
家
に
帰
り

着
い
た
時
に
は
、
「
や
っ
ぱ
り
故

郷
の
家
が
一
番
」
と
し
み
じ
み
感

じ
、
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。 

　
昭
和
24
年
、
私
は
追
分
の
開

拓
に
入
植
し
た
。
最
初
の
数
年

間
、
生
活
用
水
は
下
の
部
落
か
ら

汲
ん
で
運
び
、
全
て
を
ま
か
な
っ

た
。
ま
さ
か
海
上
で
経
験
し
た
よ

う
な
節
水
の
苦
労
を
ま
た
す
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
水
道
敷
設
後

も
、
し
ば
ら
く
は
節
水
の
癖
は
な

か
な
か
抜
け
ず
、
家
族
か
ら
笑
わ

れ
た
。 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

記憶力増進、笑の効用 
記憶力増進、笑の効用 
肥満予防の話、体脂肪測定 
健診結果の見方 
五十肩体操、尿チェック 
健診結果の見方 
心の健康 
心の健康 
心の健康 
狭心症の話 
脳卒中予防の話、大腸がんチェック 
脳卒中予防の話、大腸がんチェック 
脳卒中予防の話、大腸がんチェック 
脳卒中予防の話、大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
血管年齢測定、動脈硬化症の話 
認知症の話、大腸がんチェック 
骨粗しょう症の話 
肥満予防の話、体脂肪測定 
脳の老化予防の話 
セラバンド体操 
花粉症予防の話 
花粉症予防の話 
花粉症予防の話 
ピロリ菌チェック、血圧の話 
花粉症予防の話 
花粉症予防の話 
食生活と健康、リラックス体操 
食生活と健康、リラックス体操 
食生活と健康、リラックス体操 
五十肩体操 
記憶力ゲーム 
血圧測定 
骨密度測定、骨粗しょう症の話 
骨密度測定、骨粗しょう症の話 
セラバンド体操 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
血管年齢測定、動脈硬化の話 
血管年齢測定、動脈硬化の話 
糖尿病の話、体脂肪測定 
映画「健康をほりおこす人々」 
映画「健康をほりおこす人々」 
映画「健康をほりおこす人々」 
映画「健康をほりおこす人々」 
記憶力増進班会 
記憶力増進班会 
記憶力増進班会 
記憶力増進班会 
記憶力増進班会 
年間計画、歯の話 
年間計画、歯の話 
年間計画、歯の話 
更年期障害の話、骨密度測定 
更年期障害の話、骨密度測定 
更年期障害の話、骨密度測定 
更年期障害の話、骨密度測定 
更年期障害の話、骨密度測定 
おひまち班会 
安心安全の食卓づくり 
飲酒の話 
フッ素班会 
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１８ 

沼田東 
 
 
 
 
 
 
 
 
沼田中 
沼田西 
 
 
 
沼田南 
 
 
 
 
沼田北 
利 南 
 
 
 
池 田 
 
 
薄 根 
川 田 
 
 
 
 
白 沢 
利根北 
利根南 
片 品 
 
川 場 
月夜野東 
 
 
 
 
月夜野西 
 
 
 
 
 
 
新 治 
 
 
 
 
昭和東 
 
 
 
 
高 山 
職域・他 
病棟・他 

小野　のぶ 
大谷　好子 
小林永久子 
雲越　タカ 
佐藤　長次 
得能　淑子 
星野　栄子 
星野フジ子 
片桐智代江 
坂大　徳江 
戸部　大吉 
金子　恭子 
宮内はつ枝 
金子　くら 
馬場半次郎 
下　　ろく 
竹村　健一 
小泉　禎三 
飯田　光子 
石倉　時子 
織田沢澄世 
星野サヨ子 
 
星野　早苗 
山田庄二郎 
 
 
桑原　信子 
茂木　チヨ 
生方志づ子 
吉田　昌子 
塩野　豊栄 
塩野　英子 
角田　梅子 
星野　一重 
中沢　政雄 
星野　完夫 
星野　精一 
小野里まさ代 
山浦　和喜 
村上　ちよ 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
山田八重子 
本多　　清 
原沢　福治 
真庭　勝美 
広井小夜子 
片野ユミ子 
丸山　　功 
竹内　うめ 
田村　照代 
阿部　由子 
細川のぶ子 
竹田つや子 
山岸　克子 
萩原　孝治 
横坂　孝志 
横坂　定男 
横坂　靖夫 
吉野　茂美 
木村千代子 
奥木　　茂 
西畠みどり 
高橋いずみ 

６５回 総  計 ３３０人 

2月班会開催一覧 

白沢支部　生枝班 
　脳を鍛えるという「ストループテスト」などを15
人で楽しみました。 
　血圧・体脂肪など、体の健康度もしっかりとチェ
ックし、「今回はひと安心！？」とみんなでニッコリ
記念撮影☆ 

川田支部　入沢合同班 
　久しぶりに骨密度を測ると半数の人が標準以下の
数値にガッカリ。紙芝居風の資料で予防についてし
っかり学びました。 

昭和南支部 
入原・永井合同班 
　「365歩のマーチ」「北国
の春」のリズムに合わせて
「転倒予防体操」です。 
　太ももに力が入っている
のをちゃんと意識してます
か？ 
　日ごろからしっかりと運
動して「転ばないからだづ
くり」をしましょうね♪♪ 

片品支部　御座入班 
　24時間蓄尿塩分チェックで塩分の高い結果に
ビックリ！取材に来ていた医療部会の記者が漬
け物をつまむと「このしょっぱさが原因だね」
ときつい一言が…。 

白沢支部　尾合班 
　「３人寄れば班会」と、定例でやり始めて早20年。
「脳梗塞・心筋梗塞はこわいね」と真剣に聞き入
る皆さんです。 

班会あれこれ 
おらがまちの 

そ
の
調
子
で 

　
頑
張
っ
て
☆ 
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我
が
齢
に
な
れ
ば
わ
か
る
の
古
老
の
言
わ
か
り
過
ぎ
た

り
嶮
し
き
八
十
路 

 

雪
の
朝
白
一
色
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
雀
が
一
羽
色
染
め
に

く
る 

 

若
き
日
の
母
に
習
ひ
し
算
盤
を
孫
三
人
へ
伝
ふ
る
輪
廻 

  「
千
の
風
に
な
っ
て
」の
歌
を
逝
き
し
子
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
聴
き
明
る
く
生
き
む 

 

天
神
様
に
合
格
祈
願
の
絵
馬
を
見
て
吾
も
祈
り
ぬ
「
適

え
て
上
げ
て
」
と 

 

さ
り
げ
な
く
出
勤
せ
し
孫
夕
べ
に
は
ケ
ー
キ
さ
げ
来
る

吾
の
誕
生
日 

 

冬
の
み
を
施
設
に
過
ご
す
叔
母
訪
へ
ば
少
雪
に
家
に
帰

り
た
し
と
ふ 

 

湯
浴
し
て
鏡
に
向
い
て
紅
ひ
け
ば
友
と
目
が
合
い
は
に

か
む
笑
顔 

沼
田
市
戸
鹿
野
町
　
　
吉
　
江
　
与
　
一 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
白
　
井
　
恵
美
子 

  

沼
田
市
上
沼
須
町
　
　
田
　
村
　
鶴
　
江 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

川
場
村
生
品
　
　
　
　
角
　
田
　
菊
　
一 

  

川
場
村
立
岩
　
　
　
　
小
　
林
　
　
　
好 

  

川
場
村
生
品
　
　
　
　
小
　
林
　
民
　
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

満腹感を得るには良くかんで食べることです。こんにゃくなどカロリーの少ない食品を活用しましょう。 

　
「な
に
よ
り
園
児
と
接
す
る
の

が
生
き
が
い
」
と
話
す
飯
島
さ
ん

は
、
と
な
り
の
幼
稚
園
で
早
朝
、

園
児
の
受
け
入
れ
準
備
を
す
る
臨

時
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。 

　
沼
田
北
支
部
の
総
代
と
し
て

も
、
他
の
役
員
さ
ん
と
協
力
し
て

班
会
を
開
催
。
「班
会
に
行
く
た

び
に
勉
強
に
な
る
」
と
前
回
覚
え

た
『
転
倒
予
防
体
操
』
を
毎
日
欠

か
さ
ず
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
強
化
月
間
で
も
積
極
的
に
増
資

訪
問
に
と
り
く
み
「
み
ん
な
が
気

持
ち
よ
く
協
力
し
て
く
れ
て
あ
り

が
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
舞
踊
と
働
く
こ
と
が
趣
味
の
飯

島
さ
ん
は
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
。
「
健
康
が
第
一
。
毎

日
の
食
事
に
も
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。
健
康
で
い
ら
れ
る
う
ち
は
何

に
で
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
勉
強
に
な
る
班
会
」 

沼
田
市
桜
町
　
飯
島
錦
子 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

鍬
を
持
つ
手
に
残
雪
の
風
清
し 

 

手
を
洗
ふ
蛇
口
に
春
が
ど
っ
と
出
る 

 

雛
の
主
客
の
笑
顔
を
一
人
じ
め 

 

春
め
き
て
歩
き
初
む
児
に
風
や
さ
し 

 

ほ
ろ
苦
き
蕗
味
噌
添
え
て
友
と
酌
む 

 

変
は
り
な
き
形
見
の
雛
の
憂
ひ
か
な 

 

サ
ラ
サ
ラ
の
血
に
す
る
話
若
葉
風 

 

鍬
始
め
畠
と
道
と
の
立
ち
話 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
信
　
子 

 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

 

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
横
　
坂
　
成
　
庄 

 

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
勝
　
巳 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
田
　
村
　
し
　
ま 

 

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
渡
　
辺
　
き
み
子 

 

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
吉
　
野
　
仍
　
次 

 

沼
田
市
硯
田
町
　
　
　
阿
　
部
　
ま
　
つ 

医療相談室医療相談室 医療相談室医療相談室 医療相談室医療相談室 
　
脳
梗
塞
と
い
う
と
「
防
ぎ
よ
う
が
な
い
」「
後
遺
症
が
残
る
病
気
」

「
介
護
が
大
変
」
な
ど
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
危
険
因
子
に
注
意
し
て
日
常
生
活
を
改
善
し
て
い
け
ば
、

脳
梗
塞
に
な
る
危
険
性
を
下
げ
、
予
防
す
る
事
が
で
き
る
時
代

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
発
作
を
起
こ
す
前
の
「
前

ぶ
れ
」
の
症
状
を
理
解
し
、
早
期
に
受
診
・
治
療
す
れ
ば
最
小

限
の
後
遺
症
で
す
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
今
回
は
脳
梗
塞
の
種
類
、
前
ぶ
れ
症
状
と
日
常
生
活
の
注
意

点
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
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脳
梗
塞
の
予
防 

―
前
ぶ
れ
に
ご
注
意
― 

利根中央病院 
脳神経外科医長 

河内　英行 

納豆の青じそ包み揚げ 

□ 作り方 

①納豆は包丁でたたくようにしてあらく刻み、
塩少々、卵黄、ねぎを加えて粘りがでるまで
かき混ぜる。 
②揚げ油を中温に熱する。 
③①をスプーンですくって、青じその葉の裏
側にのせ、葉を二つ折りにして油に入れ、２
分弱かけてゆっくり揚げる。 
＊ふっくらふくらんだ揚げたてを、からし醤
油でいただく 

納豆…１パック　　　卵黄…小１個分 
みじん切りのねぎ…大さじ１ 
青じそ…12枚 

□ 材料（４人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　片野初江） 

もう一品欲しいとき、おつまみにもなる 
こんな料理はいかがでしょうか。 

　
脳
梗
塞
は
脳
卒
中
と
呼
ば
れ
る

病
気
の
一
種
で
、
血
液
を
運
ぶ
脳

の
血
管
が
何
ら
か
の
原
因
で
詰
ま

り
、
血
液
が
届
か
な
く
な
っ
た
部

分
の
脳
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
病

気
で
す
。 

　
脳
卒
中
は
、
血
管
が
破
れ
て
起

こ
る
「脳
出
血
」「
く
も
膜
下
出
血
」

と
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
「
脳
梗

塞
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
脳
梗
塞

は
起
こ
る
部
位
や
原
因
に
よ
っ
て

３
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

①
ラ
ク
ナ
梗
塞
（
ラ
ク
ナ
と
は
ラ

テ
ン
語
で
「
小
さ
な
穴
」
と
言
う

意
味
） 

　
細
い
血
管
が
動
脈
硬
化
に
よ
っ

て
詰
ま
る
。
梗
塞
の
直
径
が
15

㎜
未
満
と
小
さ
く
症
状
は
比
較
的

軽
い
。
主
な
原
因
は
高
血
圧
で
、

ほ
か
に
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
。 

②
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
（ア

テ
ロ
ー
ム
と
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
血
管
壁
に
入
り
込
み
、
お
粥
の

よ
う
な
塊
に
な
っ
た
物
） 

　
太
い
血
管
が
血
栓
に
よ
っ
て
詰

ま
る
。
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

太
い
血
管
が
徐
々
に
詰
ま
る
場
合

は
症
状
が
軽
い
場
合
も
あ
る
。
主

な
原
因
は
高
脂
血
症
で
ほ
か
に
高

血
圧
、
糖
尿
病
。 

③
心
原
性
脳
塞
栓
症 

　
不
整
脈
の
一
種
で
あ
る
心
房
細

動
な
ど
に
よ
り
、
心
臓
で
で
き
た

血
栓
が
脳
の
血
管
に
流
さ
れ
て
詰

ま
る
。
血
管
が
突
然
詰
ま
り
梗
塞

部
も
大
き
く
、
症
状
も
重
く
な
り

や
す
い
。
主
な
原
因
は
心
臓
病
。 

　
脳
梗
塞
を
起
こ
し
た
患
者
さ
ん

の
中
に
は
、
本
格
的
な
発
作
を
起

こ
す
前
に
「
前
ぶ
れ
症
状
」
を
経

験
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
「
一
過
性
脳
虚
血
発
作
」

（
24
時
間
以
内
に
消
え
る
脳
梗
塞

の
症
状
）
と
呼
ば
れ
、
小
さ
な
血

栓
が
脳
の
血
管
に
一
時
的
に
詰
ま

り
、
脳
梗
塞
と
同
じ
よ
う
な
症
状

が
現
れ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
す

ぐ
に
血
流
が
再
開
す
る
の
で
持
続

時
間
は
２
〜
15
分
程
度
で
症
状

も
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

運
動
障
害
…
左
右
ど
ち
ら
か
の
手

足
に
力
が
入
ら
な
い
、
動
か

せ
な
い
、
足
が
も
つ
れ
る
。 

感
覚
障
害
…
体
の
左
右
ど
ち
ら
か

が
し
び
れ
る
、
熱
さ
や
痛
み

な
ど
の
感
覚
が
な
い
。 

平
衡
障
害
…
め
ま
い
が
起
き
て
立

っ
て
い
ら
れ
な
い
。 

言
語
障
害
…
ろ
れ
つ
が
回
ら
な

い
、
話
し
た
い
言
葉
が
出
て

こ
な
い
。 

視
力
障
害
…
物
が
二
重
に
見
え

る
、
視
野
の
半
分
が
欠
け
る
、

片
方
の
目
が
見
え
な
い
な
ど
。 

嚥
下
障
害
…
も
の
を
上
手
に
飲
み

込
め
な
い
、
む
せ
た
り
す
る
。 

　
「一
過
性
脳
虚
血
発
作
」
の
直

後
は
脳
梗
塞
を
発
症
し
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
前
ぶ
れ
症
状
を
逃

さ
ず
、
症
状
が
消
え
て
も
早
期
に

受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

脳
梗
塞
の
種
類 

前
ぶ
れ
を
見
逃
さ
な
い 

前
ぶ
れ
症
状 

①
生
活
習
慣
病
の
管
理 

　
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血

症
、
ま
た
心
房
細
動
な
ど
の
心
臓

病
の
場
合
は
、
食
事
療
法
、
運
動

療
法
や
内
服
薬
の
服
用
な
ど
、
医

師
の
指
示
に
従
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
く
。 

②
食
事 

　
脂
肪
や
塩
分
の
取
り
す
ぎ
に
注

意
し
、
腹
八
分
目
を
心
が
け
適
正

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
食
事
に
す

る
。
魚
の
油
は
血
栓
を
で
き
に
く

く
す
る
効
果
が
あ
る
の
で
、
メ
ニ

ュ
ー
に
取
り
入
れ
る
。 

③
運
動 

　
肥
満
を
防
ぎ
、
血
流
を
よ
く

す
る
た
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
で
体
を
動
か
す
よ
う
に
す

る
。 

④
禁
煙
、
節
酒 

　
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
有
害
物

質
は
動
脈
硬
化
や
血
管
の
収
縮

を
起
こ
す
た
め
、
禁
煙
を
心
が

け
る
。
１
日
の
ア
ル
コ
ー
ル
の

摂
取
は
、
日
本
酒
な
ら
１
合
、

ビ
ー
ル
な
ら
大
ビ
ン
１
本
程
度

に
す
る
。
週
に
２
日
は
休
肝
日

を
。 

⑤
入
浴 

　
お
湯
の
温
度
は
38
〜
40
℃
の
ぬ

る
め
に
し
、長
湯
は
さ
け
る
。の
ど

が
渇
い
た
ら
水
分
補
給
を
す
る
。 

⑥
季
節
ご
と
の
注
意 

　
夏
は
汗
を
か
い
て
脱
水
状
態
に

な
り
や
す
く
、
血
液
が
濃
く
な
り

血
栓
が
で
き
や
す
く
な
る
の
で
、

定
期
的
な
水
分
補
給
を
す
る
。 

　
心
臓
病
の
人
は
、
水
分
量
に
つ

い
て
は
医
師
の
指
示
に
従
う
。 

　
冬
は
寒
さ
の
た
め
血
圧
が
上
昇

し
や
す
い
の
で
部
屋
や
外
出
時
の

温
度
差
に
注
意
す
る
。 

＊
　
　
＊
　
　
＊ 

　
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き
に

は
必
ず
医
療
機
関
で
相
談
し
ま
し

ょ
う
。 

日
常
生
活
の
注
意
点 

脳
卒
中
の
治
療 

後遺症の治療 

自覚症状 

神経症状 

精神症状 

日常生活動作障害 

主に脳循環改善薬 

主にリハビリテーション 

主に脳代謝改善薬 

主に杭血小板薬、杭凝固薬、血圧のコントロール 

主にリハビリテーション 

再発の予防 

治療目標 治療手段 

脳卒中の危険因子である、高血圧、糖尿病、高脂血症を予防する 
ために低食塩、低脂肪、高タンパクの食事を心がける 

１日の限度量は日本酒１合、ビール小ビン１本まで 

絶対禁煙 

水分制限はしないこと 

長湯と熱いお湯はさける 

毎日軽い運動をするように心がける 

食 事 管 理 

アルコール 

タ バ コ 

水 分 補 給 

風 呂 

運 動 

再発予防のための日常生活の注意点 


